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　岩手県議会農業農村整備推進議員クラブ
（小田島峰雄会長　会員数 48 名　全議員）は、
9 月 11 日、会員 20 名が参加し、県北広域振
興局管内の「経営体育成基盤整備大川目地
区」、「宇部川地区復興交付金を活用した農業
基盤整備計画」、「野田地区における大震災津
波からの復旧への取組」について現地研修を
開催した。
　小田島会長は現地に向う車中、「本日は、
復興交付金を活用した事業地区の役員との意
見交換会や災害復旧事業の現場を研修するの
で、今後の参考にしてほしい」と挨拶した。
　次に、佐々木博県議会議長が「農業は本県
の基幹産業であるが、取り巻く環境は大変厳
しく、基盤整備事業の効果及び震災津波の影
響がどのようになっているかを研修し、今後
の議会活動に生かしていきたい」と挨拶した。
　続いて、及川正和本会会長は「県内各地か
らの新規事業実施要請に応えていくために
は、県、県議会議員の方々のご理解ご支援が
大変重要である。本日は、農業農村整備の必
要性について一層ご理解を深めていただく機
会になれば幸いである」と挨拶した。
　最初に大川目地区において基盤整備の内容
と営農状況を研修し、その後、久慈市内で宇
部川地区農業基盤整備事業推進協議会役員と
事業の取組状況についての意見交換会を行っ
た。意見交換会に先立ち、松岡博県北広域振
興局長が、「大震災からの復旧については、5
月に農地・農業用施設の復旧工事を完了し、
除塩を終えた水田では稲も順調に生育してい

る。また、農地海岸堤防は 8 月末に完了した」
と説明した。
　意見交換では、協議会役員から「宇部川地
区では、復興交付金を活用して事業を行う地
域と経営体育成基盤整備事業の地域があり、
地元負担の差異が問題となったが、受益者が
話し合いをして負担を均等にした」との報告
や「交付金の事業期間は平成 27 年度までと決
められているが、期間を延ばしてほしい」と
の要望があった。
　野田村は、家屋が流失した市街地もあり、
松岡局長は「流失した地域を高台へ移転させ
て、そこに一つの町を形成させる。漁港の復
旧を含めて、野田村を再生していくよう、村
と話し合いを行っている」と被災地域の現状
について幅広く説明した。
　これに対し、小田島会長は「しっかり受け
とめ、今後活動していきたい」と回答した。
　参加した議員は、被災した施設の復旧に当
たっている地元と関係機関の努力に、深く敬
意を表しながら、本県の基幹産業である農業
農村整備の必要性を再認識していた。

岩手県議会ＮＮ推進議員クラブ
▶現地研修会開催

【宇部川地区農業基盤整備事業推進協議会
役員との意見交換会】

【議員クラブ現地研修（農地海岸堤防にて）】
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　本会及川正和会長は 8 月 20 日、達増拓也知
事へ会長就任の挨拶を行うとともに、「農業農
村整備の着実な推進に関する要請」を行った。
　知事をはじめ、農林水産部の幹部に対し「東
日本大震災津波の復旧・復興に向けた継続的
な支援」、「農業農村整備事業予算の確保を国
へ強く要望すること」など 5 項目を要請した。
　達増知事は、「東日本大震災の復旧・復興
や農業農村整備事業に対する思いは土地連と
同じであり、手を携えて推進していきたい」
と述べた。
　また、農林水産部の沼﨑光宏農村整備担当

　9 月 12 日、上野善晴副知事は県内 3 ヵ所の
事業実施地区を視察した後、本会役員と本県
農業農村整備の現状について意見交換会を
行った。
　現地視察は、平成 24 年度に国営事業として
新規採択された「和賀中央地区(岩手中部土地
改良区)」、地区調査が採択された「豊沢川地区
(豊沢川土地改良区)」、平成23年度に完工した
県営経営体育成基盤整備事業「南日詰地区(山
王海土地改良区)」の3地区について行った。
　和賀中央地区では、菊池勲理事長が事業の
必要性や地区事情について説明するとともに
19 名の理事と事業推進について要請を行い、
豊沢川地区では、平賀巖理事長が施設改修の
事業のみならず、併せて実施する予定の小水
力発電への期待が大きい旨の説明を行った。
　また南日詰地区では、髙橋勘一理事長がほ

技監兼農村整備総括課長は「本県は水田整備
率が低く、農家が戸別所得補償制度の恩恵を
十分に得られていないことから、農業農村整
備事業を着実に進めていく必要があり、引き
続き国に予算の確保等を要請していく。さら
に、水土里情報システムについては津波の浸
水区域調査や復興計画策定に活用された他、
内陸部にあっても土地改良区の維持管理計画
書策定等に非常に有効であることから、その
基礎となる空中写真データの更新を国の責任
において行うよう求めていきたい」と力強く
回答した。 

場整備を契機として設立された農業生産法人
㈱アグリ紫波の、高い農地集積と効率的な農
業生産の実施状況について説明を行った。
　現地視察後の意見交換会では、及川正和会
長が「災害復旧への継続支援や予算の確保」
など 5 項目について上野副知事に要請した。
　意見交換では、阿部克郎照井土地改良区理
事長が「副知事や県の幹部職員の指導によっ
て農村に活力を与えてほしい」と述べた他、
渡邉幸貫江刺猿ヶ石土地改良区理事長が「土
地改良区の運営について、皆で考えていかな
ければならない」と課題を提起した。
　最後に副知事は「県の思いも土地連の皆さ
んと同じ、共に頑張っていきたい」と述べた。

農 業 農 村 整 備 の 着 実 な
推 進 に 関 す る 要 請

上野副知事による現地視察及び
意 見 交 換 会 を 実 施

▶達増知事へ要請
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平 成 25 年 度 農 林 水 産 予 算 の 概 算 決 定 額

　岩手県農村振興技術連盟は、6月 21 日、本

会 3 階会議室において、委員長の髙橋三一

氏の退任、副委員長の須藤勝夫氏の退職に伴

う、新たな委員長、副委員長を選任する委員

会を開催した。新委員長には、沼㟢光宏県農

林水産部農村整備担当技監兼農村計画課総括

課長が、副委員長には、稲葉暉一戸町長と、

佐藤正昭㈱佐藤組代表取締役社長、そして

及川正和本会会長がそれぞれ選任された。

　なお、役員の任期は平

成 24 年度末までの残任

期間となる。　　　　　

　

岩手県農村振興技術連盟委員長の交代のお知らせ

【委員長に就任した沼㟢技監】
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　県と市町村、県土連、土地改良区等で構成

される「岩手県農業水利施設小水力発電推進

協議会」の設立会議は 8 月 30 日、本会 3 階会

議室において開催された。

　同協議会は、農業水利施設を利用した小水

力発電施設の導入に向けた情報提供や課題の

共有と取組の強化による普及などを目的とし

ている。

　協議会には県内 33 市町村中 32 市町村、同

じく 48 土地改良区中 34 土地改良区の合わせ

て 66 団体が会員として参加した。

　冒頭、発起人を代表して本会の田山清専務

理事が、「小水力発電の導入環境が整った今こ

そ、導入に向けた取組の強化が必要である。

県農林水産部のご指導・ご支援をいただき、

本日の協議会設立会議の運びとなった。小水

力発電の導入が市町村、土地改良区が抱える

土地改良施設の維持管理や団体の運営改善に

寄与し、ひいては本県の農業農村の振興に繋

がるようお願いする」と挨拶した。

　会議では、協議会規約（案）の承認に続い

て、会長に沼㟢光宏県農林水産部農村整備

担当技監、副会長に田村正彦八幡平市長、山

下正勝馬淵川沿岸土地改良区理事長、田山本

会専務理事を選任し、平成 24 年度の活動計画

（案）が承認議決された。

　沼㟢会長は、本協議会での取組方針として、

「地域における小水力発電の導入可能性や課題

等を共有すること。非かんがい期水利権の確

保への取組。電気事業法など各種規制の緩和

に向けた提言を行うこと。既可能性調査を基

本設計につなげ、さらに施設導入にステ－ジ

アップすること。モデル的な施設導入を県内

各地で行うことの 5点を挙げ、全県へ波及促

進させたい」と挨拶した。

　続いて、進藤金日子(財)日本水土総合研究

所企画研究部長が「再生可能エネルギ－の利

活用について」と題して、農村地域へ導入す

るに当たっての課題、農業用水を利用した小

水力発電やその技術事例、今後の展開方向に

ついて基調講演を行った。

岩 手 県 農 業 水 利
施 設 小 水 力 発 電
推 進 協 議 会 を 設 立

【進藤企画研究部長の基調講演】

【挨拶する　田山専務理事】

【挨拶する　沼㟢会長】
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　岩手県農村防災・災害対応支援連絡会（伊
藤千一会長：県農林水産部農村建設課総括課
長）は 9 月 25 日、本会 3 階会議室において、
災害復旧に携わる職員の技術向上を目的とし
た研修会を開催した。
　県、市町村、土地連、土地改良区等の職員
約 90 名が出席のもと、三上俊助県農林水産部
農村建設課技師が、平成 23 年度発生災害(東
日本大震災)への対応とその課題、災害復旧事
業の制度及び、災害査定の留意事項や災害復

　水土里ネット親睦ソフトボール大会は、9 月
19 日、花巻市石鳥谷の「ふれあい運動公園」
において開催され、県内各地より 11 チーム約
200 名が参加して熱戦を繰り広げた。
　開会式で及川正和本会会長は「本日は、多数
のチームの参加をいただき大会が盛大に開催で
きます事を御礼申し上げる。日頃の運動不足を
解消していただくとともに、改良区どうしの親
睦を深めていただきたい」と挨拶した。
　当日は、開催地である花巻市農林水産部農

旧事業の計画変更について説明した。
　次に、土屋清彦東北財務局理財部主計第一
課上席主計実地監査官が、「立会官から見た災
害復旧事業」と題し、復旧工法の経済性に着
目して、査定に臨んでいることや被災状況写
真の撮影方法などについて講演した。
　講演終了後、意見交換が活発に行われ災害
復旧の査定時は迅速且つ確実に対応すること
の重要性を認識し、研修会は終了した。 

政課松田裕美さんの始球式により試合が開始
された。
　選手らは、チーム一丸となって練習の成果
を遺憾なく発揮し、白球を追いかけ額に汗し
ながらプレーしていた。
　決勝は、江刺猿ヶ石チームと県庁農村二課
チームの対戦となった。試合は、序盤、投手
戦であったが、中盤以降は打力に勝る江刺猿ヶ
石チームの打線が爆発し、12 対 2 で江刺猿ヶ
石チームが優勝を飾った。

災害復旧事業研修会を開催

江 刺 猿ヶ石チ ーム が 優 勝
▶水土里ネット親睦ソフトボール大会開催
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　9 月 30 日、水土里ネット山王海（髙橋勘一理
事長）は、NPO法人「紫波みらい研究所」（阿
部礼子代表）と共催で、「親子ふれあい研修」を
開催した。
　この体験学習は、植樹や稚魚放流などの環境保
全活動を通じて、水の大切さや水田などがもつ洪
水防止機能など、農業用施設のもつ多面的機能を
理解してもらうことを目的としており、地元の親
子ら 70 名が参加した。
　開会にあたり髙橋理事長は「植樹体験等を通じ
て、森の生態系が守られることや山王海ダムがど

　水土里ネット胆沢平野(及川正和理事長)は、9
月 4 日、奥州市の石淵ダム管理支所前において石
淵ダム感謝記念式典を開催した。
　この式典は、石淵ダムが59 年間に亘り胆沢平野
の水瓶として地域を支えてきたことに感謝をしよ
うと企画されたもので、五十嵐太乙東北農政局長、
徳山日出男東北地方整備局長、田村均次岩手県県
南振興局長ら約 70 名が出席した。
　及川理事長は「石淵ダムは、広大な胆沢平野に
命の水としての農業用水をもたらすと同時に、平
野に暮らす全ての人々と農地を守り日本有数の穀
倉地帯へと育んできた。胆沢ダムの完成に伴いそ
の役目を終え、一つの時代が終わり感慨もひとし
おである。改めてその功績に敬意と感謝の誠を捧

　10 月 6 日、藤沢土地改良区(佐々木政實理事長)
は藤沢地区管理体制整備推進協議会と共催で「第
12 回まさぼう湖祭」を開催した。
　会場となった一関市藤沢町の相川ダムには町内
はもとより県外も含めて約 300 名が参加し、楽しみ
ながらダムの役割や効果を学んだ。
　開会式で佐々木理事長は「本地区では、昨年度、
金越沢ダムが岩手県のアドプトモデル賞をいただ
いた。この相川ダムも地域の方々の共同の財産で
あるということを認識していただき、この祭りを
盛り上げていただきたい」と述べた。
　ダムの管理事務所、監査廊などを見学した他、
湖面パトロール体験やダム湖周辺のクリーンアッ

んな役割を果たし、ダムの水はどのように使われ
ているのかを学んでいただきたい。お米をはじめ
とする農作物には水が非常に重要な役割を果たし
ていることを学んで欲しい」と述べた。
　参加者らは、同町の平成の森において植樹を
行った後、山王海ダムへ移動し、操作室や監査廊
などの施設を見学した。参加者は、水の恵みと大
切さを体感するとともに、農業用施設の役割に対
する理解を深めていた。 

げる」と式辞を述べた。その後、奥州市立胆沢愛
宕小学校の 4年生らが「きれいな水と豊かな自然
を残し、人々が水を大切にして生きていくよう私
たちから発信したい」と感謝の意を伝え、参加者
全員で風船を空に放った。
　石淵ダムは、今後、胆沢ダムの土砂溜めとして
新たな役割を果たすこととなる。 

プウォーキングが実施され、参加者はゴミ袋を
手に清掃活動を行った。清掃活動を終えた参加者
は、心地よい汗をかきながら、集めたゴミの量の
多さに驚いていた。

山王海土地改良区が森と水の関わりについて
体 験 学 習 を 開 催！

石 淵 ダ ム 引 継 式

藤沢土地改良区がまさぼう湖祭を開催
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水土里ネットいわて　今後の行事予定
　　　　　　　  2012 年 11 月 21 日㈬	 第 35 回全国土地改良大会（沖縄大会）
　　　　　　　 2013 年 1 月 24 日㈭ ~ 25 ㈮　	水土里ネット役員研修会　　　　　　　

次号（№ 562）は、1月発行予定です

職 員 募 集 の お 知 ら せ

用水路整備等の歴史を後世に
▶照井土地改良区が区誌を発刊
　照井土地改良区（阿部克郎理事長）では、用水路の開鑿の歴史や同改良区の歩みをまとめた区誌「伝
え流るゝ清流　幾星霜」を発刊した。
　区誌の編纂に当たっては、理事等からなる編纂委員会を組織し、10 回にも及ぶ編纂委員会を開催
した。
　区誌には、藤原時代にまで遡る水路の開削から、間もなく完了する一関遊水地内の県営担い手育成
基盤整備事業に至るまでの流れ、農業基盤の確立に多く貢献してきた土地改良区の歴史などが記載さ
れている。
　阿部理事長は「農民組織は常に農民の立場を忘れてはいけない。常に農民のことを考え、用水路整
備に努めてきた先人の思いを区誌できちんと伝えたい」と述べている。
　希望者には 1部 5,000 円で販売。
　お問い合わせ先　照井土地改良区　TEL　0191-23-2135

　水土里ネットいわてでは、下記のとおり平成 ２５ 年度の採用職員を募集いたします。受験希望され
る方は水土里ネットいわて総務管理部総務課　TEL 019-631-3200　までお問い合わせ下さい。

◆試験日・会場
　第 1次試験	 平成 ２５ 年 １ 月 １２ 日㈯　　当会 ３階会議室
　第 2次試験	 平成 ２５ 年 ２ 月中旬予定（１次試験合格者に直接通知）
◆受付期間
　平成 ２４ 年 １１ 月 １ 日㈭～平成 ２４ 年 １２ 月 １４ 日㈮（郵送：当日消印有効）
◆試験区分、採用予定人数、職務内容		 	 	 	 	

◆受験資格
　昭和 55 年 4 月 2 日から平成 3年 4 月 1 日までに生まれた方。
　平成 3年 4 月 2 日以降に生まれた方で、大学を卒業した方又は平成 25 年 3 月 31 日までに大学
　卒業見込みの方。
◆受験案内および受験申込書の請求方法
　平成 24 年 11 月 1 日以降、下記において配布します。
　また、当会ホームページにも掲載しますので、ダウンロードして使用して下さい。
　http://www.iwatochi.com
　岩手県土地改良事業団体連合会　総務課
　〒 020-0866　盛岡市本宮二丁目 １０ 番 １ 号

*郵送で受験案内、申込書を請求する場合は、あて先明記の返信用封筒（角 2型 120 円切手貼付）
　を同封してください。受験申込書が返送されない場合は、当会総務課まで連絡願います。

職　　種 採用予定人員 　勤務先および職務内容
技術職

（農業土木） 若干名 　本会内において、土地改良、農業農村整備等の事業に関する
　調査計画、測量、設計、施工管理等の専門的業務に従事


